
摘要

磨さい 家庭用ミキサー（又は乳鉢）

↓

振とう・抽出

↓

ろ過 ろ紙をポリビンにおき、ろ過

↓

カドミウムの分離精製 測定キット付属の分離カラムによる

↓

希釈
測定キット付属の展開液による（国際基準を
0.05mg/kgとした場合、希釈倍率4倍程度）

↓

抗原抗体反応
測定キット付属のカドミウム抗体入りバイアルび
んに添加

↓

イムノクロマト クロマトリーダーによる測定

試料前処理：2時間（磨さい、振とう抽出1時間、カドミウム分離精製1時間）程度（+ろ過時間）
イムノクロマト：1時間程度

試料をポリビンに入れ、容器内の塩酸濃度が

0.1mol/L、固液比1：4（抽出倍率5倍）となるように
塩酸、蒸留水を加え、手振とう1分間
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キュウリ中のカドミウム濃度の簡易測定法 
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３ 要旨 

カドミウムを添加したキュウリについて、市販キット化されているイムノクロマト法による測定を行ったところ、機器分

析と同等の測定が可能であり、出荷前のカドミウム濃度測定のスクリーニング法として適用可能と考えられた。 

  (1) キュウリに一定量のカドミウム標準液を添加し、濃度が異なる試料を作成し、イムノクロマト測定キット（商品名：カドミ

エール）および、機器分析（原子吸光光度計）で測定したところ、両測定値には高い相関が認められた（y = 0.979x + 

0.006、r=0.998、n=10）（図１）。  

  (2) キュウリでのイムノクロマトの工程を図２に示す。試料前処理から測定終了までの時間は 3 時間（＋ろ過時間）かか

り、1 日で終了することができる。  

 

図１ キュウリのカドミウム濃度のイムノクロマト法と     図２ キュウリでのイムノクロマト法による前処理、測定の工程 
機器分析での測定値の関係 

 

４ 成果を得た課題名 

  (1) 研究期間 平成年 24 年度～26 年度 

  (2) 研究課題名 実施課題名：安全・安心な農産物生産のための有害成分分析の簡易迅速化 
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実線：y = 0.979x + 0.006
            （r = 0.99）

点線：y = x
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